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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年9月28日(2012.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脱毛を治療するための組成物であって、
　該組成物が繊維芽細胞増殖因子‐９ポリペプチドを含み、かつ該組成物が対象の脱毛領
域における破壊された表皮に投与されることを特徴とする組成物。
【請求項２】
　変性皮膚疾患を治療、抑制または抑止するための組成物であって、
　該組成物が繊維芽細胞増殖因子‐９ポリペプチドを含み、かつ該組成物が対象の変性皮
膚疾患領域における破壊された表皮に投与されることを特徴とする組成物。
【請求項３】
　脱毛を治療するための組成物であって、
　繊維芽細胞増殖因子‐９ポリペプチド及びＷｎｔポリペプチドを含むことを特徴とする
組成物。
【請求項４】
　変性皮膚疾患を治療、抑制または抑止するための組成物であって、
　繊維芽細胞増殖因子‐９ポリペプチド及びＷｎｔポリペプチドを含むことを特徴とする
組成物。
【請求項５】
　請求項１または３に記載の組成物であって、
　前記脱毛がアンドロゲン性脱毛症（ＡＧＡ）に起因することを特徴とする組成物。
【請求項６】
　請求項５に記載の組成物であって、
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　前記ＡＧＡが男性型脱毛症であることを特徴とする組成物。
【請求項７】
　請求項５に記載の組成物であって、
　前記ＡＧＡが女性型脱毛症であることを特徴とする組成物。
【請求項８】
　請求項１または３に記載の組成物であって、
　前記脱毛が皮膚損傷に起因することを特徴とする組成物。
【請求項９】
　請求項１または３に記載の組成物であって、
　前記脱毛が前記対象の頭皮または眉に存在することを特徴とする組成物。
【請求項１０】
　請求項１または３に記載の組成物であって、
　前記脱毛が前記対象の瘢痕化皮膚組織に存在することを特徴とする組成物。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の組成物であって、
　該組成物の投与が、表皮破壊の３～１２日後に行われることを特徴とする組成物。
【請求項１２】
　請求項１ないし１１のいずれか一項に記載の組成物であって、
　表皮破壊が、前記脱毛領域または変性皮膚疾患領域を物理的若しくは化学的刺激に曝す
ことにより行われることを特徴とする組成物。
【請求項１３】
　請求項１ないし１１のいずれか一項に記載の組成物であって、
　表皮破壊が、前記脱毛領域または変性皮膚疾患領域を放射線に曝すことにより行われる
ことを特徴とする組成物。
【請求項１４】
　請求項１ないし１３のいずれか一項に記載の組成物であって、
　該組成物の投与が、局所投与により行われることを特徴とする組成物。
【請求項１５】
　請求項１ないし１３のいずれか一項に記載の組成物であって、
　該組成物の投与が、表皮下投与により行われることを特徴とする組成物。
【請求項１６】
　請求項２または４に記載の組成物であって、
　前記変性皮膚疾患が環状肉芽腫であることを特徴とする組成物。
【請求項１７】
　請求項３または４に記載の組成物であって、
　前記ＷｎｔポリペプチドがＷｎｔ７ポリペプチドであることを特徴とする組成物。
【請求項１８】
　脱毛を治療するための組成物であって、
　該組成物がソニック・ヘッジホッグ（ＳＨＨ）を上方制御する化合物または因子を含み
、かつ該組成物が対象の脱毛領域における破壊された表皮に投与されることを特徴とする
組成物。
【請求項１９】
　変性皮膚疾患を治療、抑制または抑止するための組成物であって、
　該組成物がソニック・ヘッジホッグ（ＳＨＨ）を上方制御する化合物または因子を含み
、かつ該組成物が対象の変性皮膚疾患領域における破壊された表皮に投与されることを特
徴とする組成物。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の組成物であって、
　前記変性皮膚疾患が環状肉芽腫であることを特徴とする組成物。
【請求項２１】
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　請求項１８または１９に記載の組成物であって、
　ＳＨＨを上方制御する前記化合物または因子が繊維芽細胞増殖因子‐９ポリペプチドで
あることを特徴とする組成物。
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